
日時：2021年5月10日(月)～5月24日(月) 

開催方法：学内限定WEB公開（YouTube配信）
対象：全職員・学生

性暴力被害で妊娠した少女。苦しみの中で産まない選択をした。数年後、恋愛
し結婚した。あの時、先生が「あなたのあかちゃんがまたやってくるよ。」と言って
手を握ってくれ生きていこうと思った。と産まれた我が子を抱きながら私に告げた。

私が9歳の時に父が札幌の東の地区で産婦人科医院を開設した。昭和45年
当時は病院も住宅もスタッフの寮も併設の建物は一般的だったから、大きな建
物に沢山の人が出入りする環境で育った。困っている人たちが大勢やってきたし、
父は医師だから助けるのは当たり前の事と思って育った。医師になるのは夢で
同時に結婚や子育ての不安もあった。昭和の終わりに医師になった。平成の働
く女性の実情をお話ししたい。そして性暴力被害者支援に力を注ぐようになった
経緯や日本の現状や問題点をお話ししたい。

講師：医療法人ブロッサム理事長
苗穂レディスクリニック院長

堀本 江美先生

お問合せ
旭川医科大学 二輪草センター （復職・子育て・介護支援センター）
TEL ： 69-3240      E‐mail : nirinsou@asahikawa-med.ac.jp


